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【
西
部
青
年
神
職
会
】

西
部
青
年
神
職
会
で
は
、
平

成
十
六
年
度
事
業
と
し
て
、
五

月
十
四
日
に
、
二
年
ぶ
り
の
「
史

跡
め
ぐ
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

終
戦
六
十
周
年
の
節
目
に
あ

た
り
、
広
島
県
呉
市
に
開
館
し

た
ば
か
り
の
呉
市
海
事
歴
史
科

学
館
（
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
）

を
は
じ
め
、
旧
呉
鎮
守
府
司
令

長
官
官
舎
を
中
心
と
す
る
「
入

船
山
記
念
館
」
や
、
潜
水
艦
を

間
近
に
見
学
で
き
る
「
ア
レ
イ

か
ら
す
こ
じ
ま
」
な
ど
、
海
軍

都
市
・
呉
市
の
歴
史
を
た
ど
り
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
企

画
し
た
今
回
の
「
史
跡
め
ぐ
り
」

に
は
、
小
・
中
学
生
五
人
を
含

む
計
三
十
三
人
の
方
に
ご
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。

呉
市
に
入
っ
て
ま
ず
正
式
参

拝
し
た
の
は
、
旧
呉
市
内
の
総

氏
神
・
亀
山
神
社
。
入
船
山
記

念
館
に
ほ
ど
近
い
こ
の
お
社
は
、

広
島
県
神
道
青
年
会
の
大
刀
掛

前
会
長
の
本
務
社
で
も
あ
り
、

大
変
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
旅
の
目
玉
で
あ
っ
た
「
大

こ
の
度
、
鳥
取
県
神
道
青
年

会
総
会
に
於
き
ま
し
て
会
長
に

推
挙
頂
き
、
就
任
に
際
し
ま
し

て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
青
年
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
歴
代
会
長

先
輩
諸
賢
が
積
み
上
げ
ら
れ
た

実
績
の
重
さ
に
敬
意
を
表
し
、

重
責
を
痛
感
致
す
所
で
ご
ざ
い

ま
す
。
伝
統
あ
る
青
年
会
と
斯

界
の
更
な
る
発
展
に
微
力
な
が

ら
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
鳥
取
県
神
道
青
年
会

に
於
い
て
は
神
道
青
年
と
し
て

意
識
高
揚
と
自
己
研
鑛
の
実
践

日

ざ

凝蕊

鳥
取
県
神
道
青
年
会

会
長
須
山
倫
史

鳥
取
神
青

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
今
年

四
月
二
十
三
日
に
開
館
し
た
ば

か
り
の
新
し
い
施
設
で
、
呉
の

歴
史
を
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た

世
界
・
日
本
の
動
向
と
の
係
わ

り
の
中
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

写
真
や
映
像
な
ど
に
加
え
、
十

分
の
一
の
大
き
さ
で
忠
実
に
再

現
さ
れ
た
戦
艦
「
大
和
」
や
、

実
物
の
零
式
艦
上
戦
闘
機
、
人

間
魚
雷
「
回
天
」
な
ど
の
資
料

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
の

悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

見
せ
か
け
の
平
和
の
中
に
安

穏
と
し
な
が
ら
、
実
際
は
多
く

の
外
交
問
題
を
抱
え
て
い
る
現

在
の
我
が
国
の
あ
り
方
に
、
一

人
の
国
民
と
し
て
、
ま
た
神
職

と
し
て
何
を
感
じ
、
ど
う
行
動

す
る
の
か
。
ご
参
加
頂
い
た
諸

先
輩
方
や
子
ど
も
た
ち
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
考
え
て

頂
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

西
部
青
年
神
職
会
で
は
、
今

後
も
引
き
続
き
「
史
跡
め
ぐ
り
」

事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

に
努
め
る
べ
く
事
業
計
画
を
掲

げ
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。先

ず
、
今
年
は
大
東
亜
戦
争

六
十
年
及
び
日
露
戦
争
戦
勝
百

年
の
節
目
に
当
り
、
神
道
青
年

全
国
協
議
会
の
指
針
に
も
あ
り

ま
す
英
霊
顕
彰
の
発
展
的
展
開

を
念
頭
に
置
き
、
鳥
取
縣
護
剛

神
社
へ
幣
帛
を
献
奉
り
、
会
員

は
も
と
よ
り
意
識
の
高
揚
に
務

め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
に
斎

行
さ
れ
ま
す
第
六
十
二
回
式
年

遷
宮
に
於
い
て
も
、
本
義
を
見

据
え
、
神
宮
大
麻
の
奉
斎
、
参

宮
等
、
若
年
層
の
奉
賛
を
目
指

へ＝

通
信 氏

名

奉
務
神
社

所
属

こ
の
度
、
鳥
取
県
神
道
青
年

会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、

春
菜
将
宏
と
申
し
ま
す
。

神
職
と
な
っ
て
今
年
で
三
年

目
を
迎
え
ま
す
が
、
私
共
に
課

協
力
を
賜
り
厚
く
御

上
げ
ま
す
と
共
に
、

し
啓
発
活
動
に
務
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
期
一
大
事
業
で

も
あ
り
ま
す
「
中
央
研
修
会
」

が
控
え
て
お
り
ま
す
が
、
当
県

で
は
前
例
に
無
い
全
国
区
の
事

業
で
あ
る
た
め
、
「
五
十
年
に

一
度
の
大
祭
」
と
銘
打
っ
て
会

員
個
々
の
叡
智
を
結
集
し
、
情

熱
を
傾
け
、
成
功
に
向
け
て
準

備
に
余
念
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
・

平
成
十
八
年
三
月
二
十
三
日
～

二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
大

会
に
向
け
、
県
下
会
員
の
総
力

を
挙
げ
て
必
ず
盛
会
裡
に
終
え

る
事
が
願
い
で
あ
る
と
共
に
、

納
得
の
い
く
充
実
し
た
研
修
会

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
県
内
各
宮
司
様

に
は
青
年
会
の
活
動
に
際
し
ま

し
て
、
日
頃
よ
り
ご
理
解
と
ど

ｑ
史
跡
め
ぐ
り

新
入
会
員
紹
介
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な
ま
さ
ひ
入

菜
将
宏

の
だ

埜
田
神
社

茎
皐
《
室礼

を
申
し

今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
燵
賜
り
ま
す
様
宜
一
員
各
位
の
惜
し
み
な
い
協
力
の

一
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
お
か
げ
だ
と
心
よ
り
感
謝
致
し

せ
ら
れ
た
使
命
の
重
大
さ
を
強

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
伝

統
あ
る
鳥
取
県
神
道
青
年
会
で
、

諸
先
輩
方
と
交
流
さ
せ
て
頂
く

中
で
、
色
々
と
学
ば
せ
て
頂
き
、

早
く
皆
様
方
の
お
役
に
立
て
る

様
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
、
何
も
わ
か
ら
ぬ
未
熟

者
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う

か
暖
か
い
ご
指
導
ご
鞭
燵
の
ほ
ど
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

§
副
３
割
恥
削
劇
罰
§

氏
名

奉
務
神
社

所
属

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
神

道
青
年
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
飯
田
秀
篤

で
す
。
昭
和
四
十
六
年
二
月
十

一
日
生
ま
れ
、
現
在
三
十
四
歳

こ
の
度
、
平
成
十
七
年
度
鳥

取
県
神
道
青
年
会
総
会
を
以
て
、

二
年
間
の
会
長
任
期
を
無
事
終

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

思
い
返
し
ま
す
と
「
第
三
十

七
回
中
国
地
区
氏
青
神
青
合
同

研
修
会
」
「
鳥
取
県
神
道
青
年
会

創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
」
等
々

の
大
き
な
事
業
を
抱
え
た
多
忙

な
二
年
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
の
事
業
も
大
成
功
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
事
喜
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

各
事
業
等
を
盛
会
裡
に
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
会

■
百
．
訂
…

退
任
挨
拶

鳥
取
県
神
道
青
年
会

前
会
長
横
山
景
昭

勇込へ

い
い
だ
ひ
で
あ
つ

飯
田
秀
篤

か
ち
み

加
知
彌
神
社

若
葦
会

－
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
諸
先
輩

一
方
の
心
強
い
励
ま
し
に
改
め
て

一
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
任
期
中
、
幾
度
と
自
分
の
力

不
足
を
痛
感
し
、
悩
ん
だ
日
々

一
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
が
、
今
に

一
な
っ
て
思
え
ば
大
変
貴
重
な
勉

一
強
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
思
っ
て

一
お
り
ま
す
し
、
是
非
こ
の
経
験

を
今
後
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

一
き
れ
ば
幸
い
と
考
え
て
お
り
ま

－
す
。

一
本
年
度
は
神
道
青
年
全
同
協

一
議
会
中
央
研
修
会
を
鳥
取
県
で

一
開
催
致
し
ま
す
。
こ
の
大
事
業

が
須
山
新
会
長
の
基
、
会
員
各

一
位
が
今
ま
で
以
上
に
一
致
団
結

一
さ
れ
、
熱
意
あ
る
ご
尽
力
を
頂

一
く
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
や
成
功

さ
れ
ま
す
こ
と
と
確
信
致
し
て

お
り
ま
す
。

一
会
長
退
任
に
あ
た
り
、
任
期

一
中
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様

一
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

一
に
、
本
会
の
益
々
の
飛
躍
を
お

一
祈
り
致
し
ま
す
。

で
す
。
鳥
取
西
高
か
ら
法
政
大

学
法
学
部
に
進
学
、
卒
業
し
、

名
古
屋
市
内
の
民
間
企
業
で
九

年
近
く
勤
務
を
し
、
そ
の
後
、

鹿
野
の
実
家
の
方
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。

神
事
の
時
に
は
斎
貝
と
し
て

見
習
い
を
続
け
、
平
成
十
六
年

に
大
社
國
學
館
に
お
い
て
直
階

講
習
を
修
了
し
、
同
年
十
月
よ

り
加
知
彌
神
社
の
権
禰
宜
と
し

て
お
祓
い
、
神
事
を
中
心
に
神

楽
を
奉
納
す
る
な
ど
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
神
職
の
先
輩
方
や
、

氏
子
の
人
々
と
も
関
わ
っ
て
見
聞
、

知
識
を
広
げ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

音
楽
や
ラ
ジ
オ
を
聰
く
の
が

趣
味
で
、
山
下
達
郎
さ
ん
や
松

任
谷
由
実
さ
ん
の
曲
が
特
に
お

気
に
入
り
で
す
。

侭
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平
成
十
七
年
五
月
二
十
八
日
、

午
後
二
時
よ
り
烏
取
縣
護
國
神

社
に
於
い
て
四
十
周
年
記
念
奉

告
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。
当

日
は
天
気
も
良
く
、
護
國
神
社

の
境
内
か
ら
は
烏
取
砂
丘
と
日

本
海
を
臨
む
素
晴
ら
し
い
景
色

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

県
青
年
会
か
ら
は
直
前
会
長

の
横
山
氏
と
青
年
会
会
貝
二
十

一
名
の
参
加
。
私
ど
も
は
午
前

九
時
か
ら
護
国
神
社
に
て
奉
告

祭
の
準
術
を
始
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

午
後
一
時
半
、
来
賓
の
方
々

が
到
着
し
始
め
る
と
緊
張
が
高

ま
り
ま
し
た
。
永
江
鳥
取
縣
神

社
廉
長
、
今
岡
副
應
長
、
戸
川

神
社
総
代
会
副
会
長
を
は
じ
め

神
社
庁
理
事
、
各
支
部
長
、
副

支
部
長
、
青
年
会
歴
代
会
長
、

青
年
会
Ｏ
Ｂ
、
県
女
子
神
職
会

会
長
、
副
会
長
と
合
わ
せ
て
二

十
余
名
の
皆
様
に
ご
参
列
し
て

一

若
葦
会
は
昨
年
発
足
四
十
周

年
を
迎
え
、
本
年
よ
り
新
た
な

る
息
吹
を
興
す
べ
く
、
更
な
る

自
己
研
磨
と
特
に
烏
取
縣
護
國

な
く
進
み
、
永
江
神
社
驍
長
、

吉
田
武
章
第
六
代
三
県
丈
云
長
、
佐
々

木
克
秀
第
九
代
圭
屋
大
君
長
よ
り
夫
々

激
励
の
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
須

山
倫
史
実
行
委
員
長
決
意
の
辞

で
は
圭
屋
大
言
執
行
部
全
員
登
壇
し
、

委
員
長
決
意
表
明
の
後
、
全
会

員
襟
を
正
し
て
今
一
度
こ
の
大

事
業
に
立
ち
向
か
う
べ
く
、
心

一
つ
に
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

池
田
豊
麿
第
二
代
青
年
会
長

の
発
声
に
よ
り
懇
親
会
へ
と
進
み
、

会
員
各
個
に
諸
先
輩
方
か
ら
御

意
見
、
御
提
案
を
拝
聴
し
、
今

岡
副
廉
長
の
中
締
め
と
な
る
激

励
の
挨
拶
を
頂
き
、
盛
会
の
内

に
終
了
致
し
ま
し
た
。

奉
告
祭

東
・
中
・
西

単
位
の
取
り
組
み

鳥
取
県
神
道
青
年
会
創
、

東
部
若
葦
会
一

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
神
道
青

年
全
国
協
議
会
か
ら
は
永
井
会

長
、
多
田
副
会
長
、
理
事
、
中

国
五
県
青
年
神
職
協
議
会
か
ら

も
ご
参
列
を
頂
き
、
総
勢
五
十

名
を
越
え
る
奉
告
祭
と
な
り
ま

し
た
。奉

告
祭
で
は
、
祝
詞
奏
上
の

の
ち
若
葦
会
、
中
部
青
年
神
職

会
、
西
部
青
年
神
職
会
に
よ
る

舞
楽
奉
納
が
あ
り
、
鳥
取
県
の

中
で
も
地
域
に
よ
り
、
か
な
り

異
な
る
舞
楽
が
あ
る
こ
と
に
興

味
を
も
っ
て
観
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
一
時
間
余
り
の
祭
典

を
終
え
て
記
念
撮
影
、
記
念
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。

奉
告
祭
の
行
わ
れ
る
二
週
間

前
、
若
葦
会
会
員
が
「
お
が
た

ま
の
き
」
を
護
國
神
社
境
内
に

あ
ら
か
じ
め
植
え
て
お
い
た
の

で
す
が
、
横
山
氏
は
、
「
二
週

間
で
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
、
水
を
遣
り
に
行
か
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。
」

と
心
配
し
た
様
子
で
し
た
。

神
社
の
奉
仕
に
重
点
を
置
い
た

活
動
を
行
う
べ
く
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。

烏
取
縣
護
國
神
社
の
年
二
回

の
例
大
祭
で
は
祭
典
奉
仕
並
び

に
衣
紋
着
付
け
奉
仕
や
衣
紋
講

習
を
行
う
こ
と
で
、
多
く
の
先

輩
神
職
も
集
わ
れ
る
中
で
若
年

神
職
が
直
に
見
聞
き
を
し
て
ご

指
導
を
仰
ぐ
、
正
に
実
践
の
中

で
の
研
修
が
行
え
る
良
い
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、
年
末

に
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
子
供

た
ち
と
護
國
神
社
合
同
清
掃
修

繕
奉
仕
（
参
加
者
約
二
十
名
）

を
行
い
、
青
少
年
と
の
ふ
れ
あ

い
の
中
で
共
に
学
ぶ
貴
重
な
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
季
研
修
会
で
は
、
因
幡
相

伝
楽
講
習
・
祭
式
講
習
な
ど
、

正
し
い
所
作
を
も
っ
て
神
明
奉

仕
に
あ
た
る
神
職
と
し
て
の
心

構
え
の
基
本
を
習
っ
て
い
ま
す
。

更
に
こ
の
研
修
会
で
は
、
深
山

み
多
遇
ご

幽
谷
の
中
で
旗
を
行
う
こ
と
で
、

清
清
し
く
も
心
地
よ
い
緊
張
感

と
会
貝
相
互
の
一
体
感
が
生
ま

れ
ま
す
。
又
、
研
修
会
場
は
旧

鳥
取
・
岩
美
・
八
頭
・
気
高
地

へ一
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持
ち
Ⅲ
り
で
毎
年
会
場
を
か

え
て
行
う
こ
と
で
、
様
々
な
条

件
の
も
と
新
鮮
な
気
持
ち
で
行

っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
様
々
な
研
修
や
奉
仕

の
後
に
は
皆
々
が
集
い
共
に
杯

を
酌
み
交
わ
す
事
で
、
お
互
い

を
理
解
し
合
い
、
心
を
通
わ
せ

話
合
え
る
盟
友
へ
な
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
に
東
部
（
旧

因
幡
の
国
）
の
青
年
神
職
有
志

に
よ
り
発
足
さ
れ
て
か
ら
相
互

の
親
睦
と
自
己
の
研
讃
を
目
的

と
し
た
若
葦
会
は
、
そ
の
意
志

を
受
け
継
ぎ
更
に
大
き
く
茂
り

続
け
て
い
ま
す
。

ｑ
剣
舞
・
中
部
青
年
神
職
会

ｑ
剣
舞
・
若
葦
会

一

ｑ
散
供
・
西
部
青
年
神
職
会

ｑ
典
儀
は
現
会
長

』･-ヘ因幡相伝楽講習風景

－－－鱈~と中
部
青
年
神
職
会
は
、
会
貝
が

少
な
い
な
が
ら
も
、
活
動
を
続
け

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

九
月
に
は
琴
浦
町
の
「
船
上
神

社
」
へ
の
登
拝
と
清
掃
奉
仕
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
険
し
い
山
道

を
登
る
の
は
ま
さ
に
修
行
の
よ
う

で
し
た
。
引
き
続
き
キ
ャ
ン
プ
を

行
い
、
会
員
の
み
な
ら
ず
家
族
の

参
加
も
あ
り
、
家
族
の
相
互
理
解

や
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。二

月
に
は
湯
梨
浜
町
の
「
松
崎

神
社
」
に
て
建
国
記
念
祭
を
ご
奉

仕
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
会
の

伝
統
あ
る
行
事
の
一
つ
で
あ
り
、

あ
い
に
く
の
降
雪
と
い
う
天
候
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
会
員

の
参
加
も
あ
り
、
盛
会
と
な
り
ま

し
た
。四

月
に
は
琴
浦
町
の
「
み
ど
り

苑
」
に
お
い
て
健
康
長
寿
祈
願
祭

を
行
い
ま
し
た
。
本
会
の
活
動
の

中
で
は
ま
だ
回
数
の
浅
い
も
の
で

は
あ
り
ま
す
が
、
入
所
者
の
皆
様

か
ら
は
た
い
へ
ん
好
評
を
頂
い
て

お
り
、
今
後
も
続
け
て
行
き
た
い

一
中
部
青
年
神
職
会
】

掛
介
辱
久
鳶
嘉
島
車
縣
護
国
神
社
乃
稗
前
扇
島
砺
県
諦
遣
青
手
会

副
会
挨
安
骨
量
恐
美
恐
異
母
臼
左
久
惟
神
ろ
道
爾
仕
閉
奉
里
走

青
年
鈴
職
諸
々
糸
内
乃
神
道
青
年
相
互
乃
親
睦
子
国
璽
神
牡
乃

昂
揚
蘭
寄
与
須
留
事
手
目
的
土
迄
各
母
各
母
相
寄
里
相
識
里
曳

去
庵
昭
永
一
二
十
〈
年
亀
頭
県
神
道
青
年
令
子
起
走
曳
与
里

早
久
母
四
十
周
年
止
云
字
記
念
須
倍
伎
年
手
近
閉
奉
留
亨
止
奈
里
支

此
乃
佳
伎
時
扇
神
社
ろ
境
内
雨
記
念
樹
オ
ガ
タ
マ
ろ
水
子
植
樹
須
留

亨
止
奈
里
匁
銭
今
回
乃
生
目
乃
足
因
爾
此
乃
由
告
奉
里
乱
国
乃
亀

大
住
璽
功
子
樹
夏
香
麺
迄
伎
獅
宅
子
道
迄
皇
今
岐
此
乃
大
宮
爾

護
國
乃
神
止
仲
れ
鎗
比
砕
霞
床
高
久
安
麻
里
坐
煩
命
等
乃
御
前
爾

稗
食
稗
噛
種
々
乃
味
物
手
机
代
爾
置
伎
足
岐
走
久
鈴
戟
』
一
ハ
十
周
年
手

迎
宇
留
爾
倉
利
量
神
道
青
年
全
国
協
議
会
与
里
幣
帛
献
奉
里
曳

拝
奉
留
篠
子
手
候
介
久
安
展
介
久
聞
食
志
孔
鉾
訂
爾
奏
伝
奉
雷
稗
誌
跡
雷

技
手
母
愛
具
走
臭
志
止
見
曾
奈
膜
走
坐
走
曵
今
与
更
抵
先
会
員
諸
々

互
爾
相
戎
未
相
扶
介
睦
備
永
備
碕
伎
直
僅
唾
志
伎
誠
乃
唾
手
餐
伊
曵

惟
神
奈
留
大
道
爾
随
伊
奉
里
皇
皇
神
子
敬
炉
火
是
手
尊
備
奉
留

国
民
精
神
弥
固
良
爾
御
国
乃
為
稚
会
乃
島
粛
愈
々
忠
実
爾
勤
定
久

励
麻
走
未
鎗
伊
且
島
車
県
神
萢
寄
手
会
神
道
青
手
全
国
協
議
会
乃

行
久
末
守
望
導
盈
鎗
伊
弥
益
を
繭
光
栄
有
良
庵
未
錯
閉
上
恐
異
恐
異
母
臼
須

へへ

刃

こ
４
辻
朏
孵
吐
。

活
動
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

本
会
で
も
中
部
地
区
の
社
家
の

絶
対
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

会
員
の
減
少
に
苦
慮
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
来
年
に
は
鳥

取
県
で
中
央
研
修
会
を
開
催
す
る

こ
と
も
あ
り
、
本
会
で
も
微
力
な

が
ら
開
催
に
向
け
て
の
準
備
に
参

加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

鳥
取
は
鳥
取
の
や
り
方
で
全
国
に

発
信
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
も
会
員
の
増
加
、
更
な
る

活
動
の
充
実
を
当
面
の
目
標
と
し

な
が
ら
、
新
し
い
も
の
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
中
部
青
年
輔
撒
笈
室
を
、

盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ー
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神
道
青
年
全
国
協
議
会
は
、

昭
和
二
十
四
年
、
敗
戦
と
い
う

壊
滅
状
態
に
さ
ら
さ
れ
た
我
国

の
混
乱
、
挫
折
の
中
か
ら
、
民

族
精
神
の
復
活
、
国
家
再
興
へ

の
気
概
を
込
め
て
全
国
の
青
年

神
職
が
結
束
し
様
々
な
運
動
を

展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

結
成
さ
れ
、
四
十
七
都
道
府
県

に
あ
る
県
青
年
会
（
単
位
会
）

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
数
三
千
二
百
八
十
七
名
（
平

成
十
六
年
度
末
）
、
現
会
長
は

北
海
道
地
区
選
出
の
永
井
承
邦

氏
で
す
。

神
道
青
年
全
国
協
議
会
で
は
、

教
育
問
題
、
家
族
や
地
域
社
会

の
崩
壊
と
い
っ
た
問
題
、
或
い

は
拉
致
・
領
土
等
の
国
益
に
関

わ
る
問
題
、
国
を
護
っ
て
頂
い

た
英
霊
に
対
す
る
顕
彰
の
問
題
等
々

の
時
局
問
題
に
取
り
組
む
と
共
に
、

皇
室
を
中
心
と
し
た
正
し
い
日

本
の
伝
統
と
文
化
、
そ
し
て
美

し
い
日
本
の
心
を
子
供
た
ち
へ

継
承
す
る
た
め
の
育
成
活
動
な
ど
、

ｑ
記
念
式
典
・
神
社
廃
長
よ
り
御
祝
辞
ｑ
会
長
挨
拶

醍
蒋

・
》
？

ｑ
護
国
神
社
に
て
記
念
撮
影

平
成
十
七
年
度
は
鳥
取
県
に
て
開
催
さ
る

神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
修
会

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。そ

の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

全
国
十
地
区
で
毎
年
持
ち
回
り

に
て
開
催
さ
れ
る
研
修
会
に
は
、

三
百
人
規
模
の
志
を
持
つ
神
職

が
集
い
ま
す
。
研
修
会
を
通
じ

て
神
職
と
し
て
の
研
鐇
を
積
み
、

親
睦
を
深
め
、
明
日
の
神
社
界

を
担
う
に
足
る
青
年
神
職
と
な

る
べ
く
一
意
専
心
の
思
い
で
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
中
央
研
修

会
を
、
中
国
地
区
主
管
に
て
引

き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
我
が

鳥
取
県
神
道
青
年
会
が
担
当
し

て
執
り
行
う
こ
と
に
な
っ
た
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
例
の
な

い
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、

青
年
会
一
丸
と
な
っ
て
向
か
う

は
基
よ
り
、
諸
先
輩
方
の
豊
か

な
ご
見
識
を
拝
借
せ
ね
ば
、
到

底
成
し
得
る
も
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

こ
の
大
事
業
に
柔
軟
に
対
応

神
圭
昆
肋
中
央
研
修
会
が
あ
り
ま
す

ｑ
表
彰
者
代
表
謝
辞

ｑ
奉
告
祭
・
参
列
者
一

へ‐

胤首 “

す
べ
く
、
昨
年
八
月
の
鳥
取
県

神
道
一
厘
大
言
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

神
青
協
中
央
研
修
会
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
正
副
委
員
長
、

事
務
局
、
実
行
委
員
を
選
出
し

ま
し
て
会
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

一
応
形
式
と
し
て
枠
組
み
を
つ

く
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
県
青
年

神
職
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
な
分
野

が
活
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
実
行
委
員
会
に
は
誰
が

出
席
し
て
も
良
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。

そ
う
し
て
今
ま
で
に
十
二
回
（
平

成
十
七
年
九
月
九
日
現
在
）
の
実

行
委
員
会
に
て
話
し
合
っ
た
結
果
、

中
央
研
修
会
を
平
成
十
八
年
三
月

二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
日
に

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

主
題
に
つ
い
て
は
、
皆
が
知

恵
を
出
し
合
っ
て
協
議
し
、
和

魂
漢
才
、
和
魂
洋
才
、
と
い
っ

た
言
葉
か
ら
、
「
漢
、
ま
た
は

西
洋
の
技
術
は
確
か
に
す
ば
ら

し
い
が
、
『
日
本
」
と
呼
べ
る

べ
き
伝
統
文
化
を
お
ろ
そ
か
に

し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
い
う

意
を
と
り
ま
し
て
、
「
和
魂
（
わ

こ
ん
）
～
あ
る
べ
き
日
本
人
の

奉
告
祭
と
同
日
、
午
後
五
時

よ
り
鳥
取
市
内
の
ホ
テ
ル
モ
ナ

ー
ク
に
て
記
念
式
典
を
行
い
ま

し
た
。
護
剛
神
社
か
ら
の
移
動

を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

式
典
で
は
、
横
山
氏
が
県
青

年
会
四
十
年
の
歩
み
を
報
告
し
、

来
賓
の
方
々
に
御
礼
を
申
し
述

べ
た
後
、
永
江
廃
長
と
神
青
協

永
井
会
長
か
ら
御
祝
辞
を
賜
り

ま
し
た
。
歴
代
会
長
表
彰
で
は
、

第
十
二
代
会
長
の
霧
林
氏
、
第

十
三
代
会
長
の
木
山
氏
に
感
謝

状
の
授
与
が
行
わ
れ
、
平
成
十
五
、

十
六
年
度
と
神
青
協
理
事
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
中
嶋
氏
に
も
感

謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
川
会
場
に
て
祝
賀

会
を
行
い
、
参
加
し
て
頂
い
た

皆
様
と
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
四

十
周
年
記
念
事
業
に
ご
参
加
賜

り
ま
し
た
関
係
各
位
に
は
、
重

ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
会
に
と
っ
て
四
十
周
年

念
式
典

己
、
言
ロ

ザ

姿
を
求
め
て
～
」
と
い
う
主
題

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
大
和
魂
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

次
の
世
代
へ
と
繋
い
で
い
く
、

今
で
は
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
、
日
本

の
伝
統
で
あ
る
祭
り
を
通
し
て

強
く
し
て
い
く
と
い
っ
た
思
い

が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

講
師
に
は
、
衆
議
院
議
員
で

元
国
務
大
臣
防
衛
庁
長
官
の
石

破
茂
氏
、
吉
本
興
業
漫
才
師
の

宮
川
大
助
氏
、
本
年
の
国
民
精

神
高
揚
運
動
合
同
研
修
会
に
て

ご
講
演
頂
き
大
変
好
評
で
あ
っ
た
、

烏
取
木
鶏
研
究
会
代
表
の
徳
永

圀
典
氏
と
い
っ
た
、
い
ず
れ
も

鳥
取
県
出
身
に
て
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
に
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。

私
た
ち
が
、
日
本
人
と
し
て

、
７
幸
孟

の
誇
り
を
も
っ
て
、
こ
の
美
し

国
「
日
本
」
で
、
平
和
で
豊
か

な
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
若

さ
と
行
動
力
を
も
っ
て
活
動
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
、
ご
支
援
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
小
坂
雅
彦
）

鳥
取
県
神
道
青
年
会
四
十
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

烏
取
縣
護
國
神
社
の
境
内
に
「
お

が
た
ま
の
き
」
を
記
念
植
樹
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
「
お
が
た
ま
の
き
」
は
「
モ

ク
レ
ン
科
」
の
常
緑
高
木
で
、

常
緑
で
あ
る
こ
と
が
尊
ば
れ
神

木
と
さ
れ
、
こ
の
樹
の
枝
を
神

み
た
ま

前
に
供
え
て
神
霊
を
招
く
と
い

お
き
』
た
ま

莞
丑
思
味
の
「
招
霊
」
が
転
じ
て
「
お

が
た
ま
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

は
一
つ
の
区
切
り
で
あ
っ
た
の

と
同
時
に
、
創
立
五
十
周
年
に

向
け
て
の
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
き
な
一
歩
が
平
成
十
八

年
三
月
に
行
わ
れ
る
神
道
青
年

全
国
協
議
会
中
央
研
修
会
で
す
。

こ
の
事
業
を
機
に
会
員
の
結
束

を
よ
り
強
固
に
し
、
斯
界
の
発

展
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
高
配
と
ご

指
導
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。（

櫃
田
康
一
）

「
お
が
た
ま
の
き
」

記
念
植
樹
に
つ
い
て

へへ

前
述
の
研
修
会
を
我
が
鳥
取

県
神
道
青
年
会
が
主
管
に
て
執

り
行
う
こ
と
と
な
っ
た
次
第
で

す
が
、
如
何
せ
ん
当
県
で
は
前

例
の
な
い
大
事
業
に
つ
き
、
先

ず
は
諸
先
輩
方
の
豊
か
な
御
見

識
を
拝
借
し
、
青
年
会
の
弾
み

と
す
る
べ
く
、
決
起
集
会
を
去

る
平
成
十
七
年
二
月
二
十
六
日
、

湯
梨
浜
町
の
旭
国
民
宿
舎
水
明

荘
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

永
江
則
英
神
社
廉
長
、
今
岡
莊

吾
副
廉
長
を
始
め
十
八
名
の
ご

臨
席
を
賜
は
り
総
勢
四
十
二
名

の
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

定
刻
と
な
り
、
櫃
田
康
一
前

事
務
局
の
司
会
の
も
と
開
会
。

安
江
昌
史
前
副
会
長
の
先
導
に

よ
る
神
宮
遙
拝
。
横
山
景
昭
前

会
長
の
挨
拶
と
お
願
い
。
中
嶋

俊
史
神
道
青
年
全
国
協
議
会
前

理
事
の
挨
拶
と
中
央
研
修
会
の

説
明
。
小
坂
雅
彦
実
行
委
員
会

事
務
局
渉
外
係
、
今
岡
靖
史
同

会
場
係
に
よ
る
概
要
報
告
及
び

会
場
説
明
、
予
算
説
明
と
滞
り

な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
「
お
が
た
ま
」
は
す
な

お
か
だ
ま

わ
ち
「
小
香
実
」
で
、
「
お
か
」

は
「
小
香
」
つ
ま
り
香
り
の
こ

と
で
、
万
一
臣
は
実
の
形
が
。
生

に
似
て
い
る
こ
と
よ
り
名
づ
け

ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

五
～
六
月
に
黄
色
味
が
か
っ

た
白
色
で
良
い
香
り
の
花
を
咲

か
せ
、
十
～
十
一
月
に
小
さ
な

実
を
つ
け
、
熟
す
と
裂
け
て
種

子
を
出
し
ま
す
。

觜
芋
刀
身

神
前
に
お
供
え
す
る
の
は
榊

で
す
が
、
元
は
「
お
が
た
ま
の
き
」

で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
記
念
植
樹
に
こ
の
樹

を
選
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
戸
板
重
則
）

神
青
協
中
央
研
修
会

決
起
集
会
開
催

｢おがたまのき」植樹当日
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神
道
青
年
全
国
協
議
会
は
、

昭
和
二
十
四
年
、
敗
戦
と
い
う

壊
滅
状
態
に
さ
ら
さ
れ
た
我
国

の
混
乱
、
挫
折
の
中
か
ら
、
民

族
精
神
の
復
活
、
国
家
再
興
へ

の
気
概
を
込
め
て
全
国
の
青
年

神
職
が
結
束
し
様
々
な
運
動
を

展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

結
成
さ
れ
、
四
十
七
都
道
府
県

に
あ
る
県
青
年
会
（
単
位
会
）

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
数
三
千
二
百
八
十
七
名
（
平

成
十
六
年
度
末
）
、
現
会
長
は

北
海
道
地
区
選
出
の
永
井
承
邦

氏
で
す
。

神
道
青
年
全
国
協
議
会
で
は
、

教
育
問
題
、
家
族
や
地
域
社
会

の
崩
壊
と
い
っ
た
問
題
、
或
い

は
拉
致
・
領
土
等
の
国
益
に
関

わ
る
問
題
、
国
を
護
っ
て
頂
い

た
英
霊
に
対
す
る
顕
彰
の
問
題
等
々

の
時
局
問
題
に
取
り
組
む
と
共
に
、

皇
室
を
中
心
と
し
た
正
し
い
日

本
の
伝
統
と
文
化
、
そ
し
て
美

し
い
日
本
の
心
を
子
供
た
ち
へ

継
承
す
る
た
め
の
育
成
活
動
な
ど
、

’
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
，
ｉ
Ｉ
ｒ
，
１
１
『

ｑ
記
念
式
典
・
神
社
康
長
よ
り
御
祝
辞

一

一

ｈ
》

ｉ
」

ぐ
護
国
神
社
に
て
記
念
撮
影

平
成
十
七
年
度
は
鳥
取
県
に
て
開
催
さ
る

‐
慨
神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
修
会

自画卿
帥
》

ｑ序

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。そ

の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

神
青
協
中
央
研
修
会
が
あ
り
ま
す
。

全
国
十
地
区
で
毎
年
持
ち
回
り

に
て
開
催
さ
れ
る
研
修
会
に
は
、

三
百
人
規
模
の
志
を
持
つ
神
職

が
集
い
ま
す
。
研
修
会
を
通
じ

て
神
職
と
し
て
の
研
讃
を
積
み
、

親
睦
を
深
め
、
明
日
の
神
社
界

を
担
う
に
足
る
青
年
神
職
と
な

る
べ
く
一
意
専
心
の
思
い
で
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
中
央
研
修

会
を
、
中
国
地
区
主
管
に
て
引

き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
我
が

鳥
取
県
神
道
青
年
会
が
担
当
し

て
執
り
行
う
こ
と
に
な
っ
た
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
例
の
な

い
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、

青
年
会
一
丸
と
な
っ
て
向
か
う

は
基
よ
り
、
諸
先
輩
方
の
豊
か

な
ご
見
識
を
拝
借
せ
ね
ば
、
到

底
成
し
得
る
も
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

こ
の
大
事
業
に
柔
軟
に
対
応

錨胸 邑

創立四禍輔澤1澱
‐－－挨
一 拶

一

ｑ
表
彰
者
代
表
謝
辞

ｑ
奉
告
祭
・
参
列
者

畠 ぽ、 戸国夕邑
、

す
べ
く
、
昨
年
八
月
の
鳥
取
県

神
道
王
屋
丈
云
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

神
冑
協
中
央
研
修
会
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
正
副
委
員
長
、

事
務
局
、
実
行
委
員
を
選
出
し

ま
し
て
会
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

一
応
形
式
と
し
て
枠
組
み
を
つ

く
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
県
青
年

神
職
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
な
分
野

が
活
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
実
行
委
員
会
に
は
誰
が

出
席
し
て
も
良
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。

そ
う
し
て
今
ま
で
に
十
二
回
（
平

成
十
七
年
九
月
九
日
現
在
）
の
実

一
旦
含
臭
室
に
て
話
し
合
っ
た
結
果
、

中
央
研
修
会
を
平
成
十
八
年
三
月

二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
日
に

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

主
題
に
つ
い
て
は
、
皆
が
知

恵
を
出
し
合
っ
て
協
議
し
、
和

魂
漢
才
、
和
魂
洋
才
、
と
い
っ

た
言
葉
か
ら
、
「
漢
、
ま
た
は

西
洋
の
技
術
は
確
か
に
す
ば
ら

し
い
が
、
「
日
本
』
と
呼
べ
る

べ
き
伝
統
文
化
を
お
ろ
そ
か
に

し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
い
う

意
を
と
り
ま
し
て
、
「
和
魂
（
わ

こ
ん
）
～
あ
る
べ
き
日
本
人
の

奉
告
祭
と
同
日
、
午
後
五
時

よ
り
鳥
取
市
内
の
ホ
テ
ル
モ
ナ

ー
ク
に
て
記
念
式
典
を
行
い
ま

し
た
。
護
國
神
社
か
ら
の
移
動

を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

式
典
で
は
、
横
川
氏
が
県
青

年
会
四
十
年
の
歩
み
を
報
告
し
、

来
賓
の
方
々
に
御
礼
を
申
し
述

べ
た
後
、
永
江
願
長
と
神
青
協

永
井
会
長
か
ら
御
祝
辞
を
賜
り

ま
し
た
。
歴
代
会
長
表
彰
で
は
、

第
十
二
代
会
長
の
霧
林
氏
、
第

十
三
代
会
長
の
木
山
氏
に
感
謝

状
の
授
与
が
行
わ
れ
、
平
成
十
五
、

十
六
年
度
と
神
青
協
理
事
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
中
鵬
氏
に
も
感

謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
同
会
場
に
て
祝
賀

会
を
行
い
、
参
加
し
て
頂
い
た手

、
ｑ

皆
様
と
懇
親
を
深
め
る
こ
と
力

出
来
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
四

十
周
年
記
念
事
業
に
ご
参
加
賜

り
ま
し
た
関
係
各
位
に
は
、
重

ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
会
に
と
っ
て
四
十
周
年

a 唾

可

念
式
典

己
ニ
ニ
ロ

“

姿

を

求

め

て

～

」

と

い

う

主

題

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
大
和
魂
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

次
の
世
代
へ
と
繋
い
で
い
く
、

今
で
は
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
、
日
本

の
伝
統
で
あ
る
祭
り
を
通
し
て

強
く
し
て
い
く
と
い
っ
た
思
い

が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

講
師
に
は
、
衆
議
院
議
員
で

元
国
務
大
臣
防
衛
庁
長
官
の
石

破
茂
氏
、
吉
本
興
業
漫
才
師
の

宮
川
大
助
氏
、
本
年
の
国
民
精

神
高
揚
運
動
合
同
研
修
会
に
て

ご
講
演
頂
き
大
変
好
評
で
あ
っ
た
、

鳥
取
木
鶏
研
究
会
代
表
の
徳
永

圀
典
氏
と
い
っ
た
、
い
ず
れ
も

鳥
取
県
出
身
に
て
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
に
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。

私
た
ち
が
、
日
本
人
と
し
て

う
ま

の
誇
り
を
も
っ
て
、
こ
の
美
し

国
「
日
本
」
で
、
平
和
で
豊
か

な
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
若

さ
と
行
動
力
を
も
っ
て
活
動
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
、
ご
支
援
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
小
坂
雅
彦
）

鳥
取
県
神
道
青
年
会
四
十
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

烏
取
縣
護
國
神
社
の
境
内
に
「
お

が
た
ま
の
き
」
を
記
念
植
樹
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
「
お
が
た
ま
の
き
」
は
「
モ

ク
レ
ン
科
」
の
常
緑
高
木
で
、

常
緑
で
あ
る
こ
と
が
尊
ば
れ
神

木
と
さ
れ
、
こ
の
樹
の
枝
を
神

み
た
ま

前
に
供
え
て
神
霊
を
招
く
と
い

お
き
た
ま

う
昔
媒
の
「
招
奉
垂
が
転
じ
て
「
お

が
た
ま
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

は
一
つ
の
区
切
り
で
あ
っ
た
の

と
同
時
に
、
創
立
五
十
周
年
に

向
け
て
の
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
き
な
一
歩
が
平
成
十
八

年
三
月
に
行
わ
れ
る
神
道
青
年

全
国
協
議
会
中
央
研
修
会
で
す
。

こ
の
事
業
を
機
に
会
員
の
結
束

を
よ
り
強
固
に
し
、
斯
界
の
発

展
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
高
配
と
ご

指
導
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
櫃
冊
康
二

「
お
が
た
ま
の
き
」

記
念
植
樹
に
つ
い
て

へ
へ

前
述
の
研
修
会
を
我
が
鳥
取

県
神
道
青
年
会
が
主
管
に
て
執

り
行
う
こ
と
と
な
っ
た
次
第
で

す
が
、
如
何
せ
ん
当
県
で
は
前

例
の
な
い
大
事
業
に
つ
き
、
先

ず
は
諸
先
輩
方
の
豊
か
な
御
見

識
を
拝
借
し
、
青
年
会
の
弾
み

と
す
る
べ
く
、
決
起
集
会
を
去

る
平
成
十
七
年
二
月
二
十
六
日
、

湯
梨
浜
町
の
旭
国
民
宿
舎
水
明

荘
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

永
江
則
英
神
社
廉
長
、
今
岡
莊

吾
副
廉
長
を
始
め
十
八
名
の
ご

臨
席
を
賜
は
り
総
勢
四
十
二
名

の
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

定
刻
と
な
り
、
櫃
田
康
一
前

事
務
局
の
司
会
の
も
と
開
会
。

安
江
昌
史
前
副
会
長
の
先
導
に

よ
る
神
宮
遙
拝
。
横
山
景
昭
前

会
長
の
挨
拶
と
お
願
い
。
中
嶋

俊
史
神
道
青
年
全
国
協
議
会
前

理
事
の
挨
拶
と
中
央
研
修
会
の

説
明
。
小
坂
雅
彦
実
行
委
員
会

事
務
局
渉
外
係
、
今
岡
靖
史
同

会
場
係
に
よ
る
概
要
報
告
及
び

会
場
説
明
、
予
算
説
明
と
滞
り

な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
「
お
が
た
ま
」
は
す
な

お
力
だ
ま

わ
ち
「
小
香
実
」
で
、
「
お
か
」

は
「
小
香
」
つ
ま
り
香
り
の
こ

と
で
、
語
ま
」
は
実
の
形
が
二
生

に
似
て
い
る
こ
と
よ
り
名
づ
け

ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

五
～
六
月
に
黄
色
味
が
か
っ

た
白
色
で
良
い
香
り
の
花
を
咲

か
せ
、
十
～
十
一
月
に
小
さ
な

実
を
つ
け
、
熟
す
と
裂
け
て
種

子
を
出
し
ま
す
。

さ
か
き

神
前
に
お
供
え
す
る
の
は
榊

で
す
が
、
元
は
「
お
が
た
ま
の
き
」

で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
記
念
植
樹
に
こ
の
樹

を
選
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
戸
板
重
則
）

神
青
協
中
央
研
修
会

決
起
集
会
開
催

｢おがたまのき」植樹当日



鳥取神胄通信嶌取神胄通信 平成17年12月15日 （2）第12号(5) 平成17年12月15日 第12号

平
成
十
七
年
五
月
二
十
八
日
、

午
後
二
時
よ
り
烏
取
縣
護
國
神

社
に
於
い
て
四
十
周
年
記
念
奉

告
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。
当

日
は
天
気
も
良
く
、
護
國
神
社

の
境
内
か
ら
は
鳥
取
砂
丘
と
日

本
海
を
臨
む
素
晴
ら
し
い
景
色

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

県
青
年
会
か
ら
は
直
前
会
長

の
横
山
氏
と
青
年
会
会
員
二
十

一
名
の
参
加
。
私
ど
も
は
午
前

九
時
か
ら
護
国
神
社
に
て
奉
告

祭
の
準
備
を
始
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

午
後
一
時
半
、
来
賓
の
方
々

が
到
着
し
始
め
る
と
緊
張
が
高

ま
り
ま
し
た
。
永
江
鳥
取
縣
神

社
驍
長
、
今
岡
副
廃
長
、
戸
田

神
社
総
代
会
副
会
長
を
は
じ
め

神
社
庁
理
事
、
各
支
部
長
、
副

支
部
長
、
青
年
会
歴
代
会
長
、

青
年
会
Ｏ
Ｂ
、
県
女
子
神
職
会

会
長
、
副
会
長
と
合
わ
せ
て
二

十
余
名
の
皆
様
に
ご
参
列
し
て

若
葦
会
は
昨
年
発
足
四
十
周

年
を
迎
え
、
本
年
よ
り
新
た
な

る
息
吹
を
興
す
べ
く
、
更
な
る

川
己
研
磨
と
特
に
鳥
取
縣
護
國

【
東
部
若
葦
会
》

Ｌ

『

奉
告
祭

呈

ｒ

一
鳥
取
県
神
道
青
年
会
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業

な
く
進
み
、
永
江
神
社
廃
長
、

吉
田
武
章
第
六
代
青
年
会
長
、
佐
々

木
克
秀
第
九
代
一
厘
丈
云
長
よ
り
夫
々

激
励
の
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
須

山
倫
史
実
行
委
員
長
決
意
の
辞

で
は
圭
屋
丈
云
執
行
部
全
員
登
壇
し
、

委
員
長
決
意
表
明
の
後
、
全
会

員
襟
を
正
し
て
今
一
度
こ
の
大

事
業
に
立
ち
向
か
う
べ
く
、
心

一
つ
に
決
音
繕
新
た
に
し
ま
し
た
。

池
田
豊
麿
第
二
代
青
年
会
長

の
発
声
に
よ
り
懇
親
会
へ
と
進
み
、

会
員
各
個
に
諸
先
輩
方
か
ら
御

意
見
、
御
提
案
を
拝
聴
し
、
今

岡
副
磨
長
の
中
締
め
と
な
る
激

励
の
挨
拶
を
頂
き
、
盛
会
の
内

に
終
了
致
し
ま
し
た
。

東
・
中
・
西

単
位
の
取
り
組
み

一
正
し
い
所
作
を
も
っ
て
神
明
奉
一

一仕にあたる神職としての心一構えの基本を習っています。更にこの研修会では、深山一

弘
か
二
出
芽
ご

一
幽
谷
の
中
で
膜
を
行
う
こ
と
で
、
一

一
清
清
し
く
も
心
地
よ
い
緊
張
感
一

一と会員相互の一体感が生ま｜れます。又、研修会場は旧鳥取・岩美・八頭・気高地一

一
神
社
の
奉
仕
に
重
点
を
置
い
た
一
区
持
ち
回
り
で
毎
年
会
場
を
か

一
活
動
を
行
う
べ
く
取
り
組
ん
で
一
え
て
行
う
こ
と
で
、
様
々
な
条

一
参
り
ま
し
た
。

一
件
の
も
と
新
鮮
な
気
持
ち
で
行

一
鳥
取
縣
護
國
神
社
の
年
二
回
一
っ
て
い
ま
す
。

一
の
例
大
祭
で
は
祭
典
奉
仕
並
び
一
以
下
、
様
々
な
研
修
や
奉
仕

一
に
衣
紋
着
付
け
奉
仕
や
衣
紋
講
一
の
後
に
は
皆
々
が
集
い
共
に
杯

一
習
を
行
う
こ
と
で
、
多
く
の
先
一
を
酌
み
交
わ
す
事
で
、
お
互
い

一
輩
神
職
も
集
わ
れ
る
中
で
若
年
一
を
理
解
し
合
い
、
心
を
通
わ
せ

神
職
が
直
に
見
聞
き
を
し
て
ご
一
話
合
え
る
盟
友
へ
な
る
よ
う
努

一
指
導
を
仰
ぐ
、
正
に
実
践
の
中
め
て
い
ま
す
。

｜
で
の
研
修
が
行
え
る
良
い
機
会
一
昭
和
三
十
八
年
に
東
部
（
旧

一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、
年
末
一
因
幡
の
国
）
の
青
年
神
職
有
志

一
に
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
子
供
一
に
よ
り
発
足
さ
れ
て
か
ら
相
互

一
た
ち
と
護
國
神
社
合
同
清
掃
修
一
の
親
睦
と
自
己
の
研
讃
を
目
的

一
繕
奉
仕
（
参
加
者
約
二
十
名
）
一
と
し
た
若
葦
会
は
、
そ
の
意
志

一
を
行
い
、
青
少
年
と
の
ふ
れ
あ
一
を
受
け
継
ぎ
更
に
大
き
く
茂
り

一
い
の
中
で
共
に
学
ぶ
貴
重
な
場
一
続
け
て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
聴
鬮
蕊
ゞ

測
謎
跨

夏
季
研
修
会
で
は
、
因
幡
相
一

一
伝
楽
講
習
・
祭
式
講
習
な
ど
、
一

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
神
道
青

年
全
国
協
議
会
か
ら
は
永
井
会

長
、
多
田
副
会
長
、
理
事
、
中

国
五
県
青
年
神
職
協
議
会
か
ら

も
ご
参
列
を
頂
き
、
総
勢
五
十

名
を
越
え
る
奉
告
祭
と
な
り
ま

し
た
。奉

告
祭
で
は
、
祝
詞
奏
上
の

の
ち
若
葦
会
、
中
部
青
年
神
職

会
、
西
部
青
年
神
職
会
に
よ
る

舞
楽
奉
納
が
あ
り
、
鳥
取
県
の

中
で
も
地
域
に
よ
り
、
か
な
り

異
な
る
舞
楽
が
あ
る
こ
と
に
興

味
を
も
っ
て
観
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
一
時
間
余
り
の
祭
典

を
終
え
て
記
念
撮
影
、
記
念
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。

奉
告
祭
の
行
わ
れ
る
二
週
間

前
、
若
葦
会
会
員
が
「
お
が
た

ま
の
き
」
を
護
國
神
社
境
内
に

あ
ら
か
じ
め
植
え
て
お
い
た
の

で
す
が
、
横
山
氏
は
、
「
二
週

間
で
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
ゞ
水
を
遣
り
に
行
か
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。
」

と
心
配
し
た
様
子
で
し
た
。

ダ里
へ

ｑ
典
儀
は
現
会
長

‐

幽

Ｌ

ｊ

ｌ

鍛
蝿
領
舜
圃
時
”
’
ず
が
聖

ｑ
剣
舞
・
若
葦
会

ｑ
剣
舞
・
中
部
青
年
神
職
会

ｑ
散
供
・
西
部
青
年
神
職
会

■■
■■
■■
■■
温■
■■

§

堵

９

》

／

Ｉ
緋
簾 型＝h
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－－ 竃蟇テニー‐
中
部
青
年
神
職
会
は
、
会
員
が

少
な
い
な
が
ら
も
、
活
動
を
続
け

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

九
月
に
は
琴
浦
町
の
「
船
上
神

社
」
へ
の
登
拝
と
清
掃
奉
仕
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
険
し
い
山
道

を
登
る
の
は
ま
さ
に
修
行
の
よ
う

で
し
た
。
引
き
続
き
キ
ャ
ン
プ
を

行
い
、
会
員
の
み
な
ら
ず
家
族
の

参
加
も
あ
り
、
家
族
の
相
互
理
解

や
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。二

月
に
は
湯
梨
浜
町
の
「
松
崎

神
社
」
に
て
建
国
記
念
祭
を
ご
奉

仕
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
会
の

伝
統
あ
る
行
事
の
一
つ
で
あ
り
、

あ
い
に
く
の
降
雪
と
い
う
天
候
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
会
員

の
参
加
も
あ
り
、
盛
会
と
な
り
ま

し
た
。四

月
に
は
琴
浦
町
の
「
み
ど
り

苑
」
に
お
い
て
健
康
長
寿
祈
願
祭

を
行
い
ま
し
た
。
本
会
の
活
動
の

中
で
は
ま
だ
回
数
の
浅
い
も
の
で

は
あ
り
ま
す
が
、
入
所
者
の
皆
様

か
ら
は
た
い
へ
ん
好
評
を
頂
い
て

お
り
、
今
後
も
続
け
て
行
き
た
い

【
中
．
部
青
年
神
職
会
》

掛
介
鹿
久
母
畏
偵
島
車
絲
護
国
神
社
乃
稗
茄
爾
島
車
県
神
擶
寄
牟
会

副
会
挨
安
骨
画
史
恐
臭
恐
異
母
臼
左
久
惟
神
乃
道
爾
仕
閉
奉
里
迄

青
年
赫
排
獅
諸
を
県
内
乃
神
道
青
年
相
互
ろ
親
睦
手
国
更
神
牡
乃

昂
揚
雨
寄
与
煩
留
亨
子
目
的
止
走
各
母
各
母
ね
寄
里
相
識
里
曳

去
怠
昭
永
一
三
十
へ
年
島
車
県
神
道
青
年
会
乎
廷
走
五
与
里

早
久
母
四
十
周
年
上
云
宇
記
念
須
倍
伎
年
手
近
閉
奉
留
亨
上
奈
里
五

此
乃
佳
伎
時
爾
神
社
乃
境
内
蘭
記
念
樹
オ
ガ
タ
マ
乃
水
子
植
樹
須
留

事
止
奈
里
匁
漣
今
回
乃
生
目
乃
足
目
扇
此
乃
由
告
奉
里
受
国
乃
為

大
佳
璽
功
手
樹
曳
香
銅
走
伎
稗
老
手
遺
会
夏
今
は
此
乃
大
宮
爾

護
図
乃
神
上
作
・
祉
鈴
比
稗
霊
床
高
久
安
豚
里
半
預
命
等
乃
稗
前
爾

稗
食
稗
姻
種
々
乃
味
物
乎
机
代
爾
置
佳
足
岐
迄
ス
終
戦
』
一
《
十
周
年
手

近
宇
留
爾
當
利
ａ
神
道
青
年
全
国
協
議
会
与
璽
幣
帛
献
奉
更
更

拝
奉
留
松
手
手
段
介
久
安
長
介
久
聞
食
迄
曳
稗
前
爾
奏
伝
奉
慰
鉾
誌
鉢
雷

独
手
母
愛
具
走
美
迄
止
見
曽
奈
砿
迄
坐
忘
曵
今
与
里
往
先
会
員
諸
々

互
爾
相
戎
未
相
扶
介
睦
備
永
備
晴
伎
且
箆
痙
迄
伎
誠
乃
唾
手
餐
伊
皇

惟
神
奈
留
大
道
爾
随
伊
奉
里
受
皇
神
子
敬
炉
火
鬼
子
尊
備
奉
留

国
民
精
神
弥
凰
艮
爾
紳
国
乃
為
稚
会
乃
亀
爾
愈
を
塵
実
爾
勤
定
久

励
麻
走
未
給
伊
曳
島
車
県
鈴
遺
青
手
会
紳
通
音
手
全
国
協
議
会
乃

行
久
末
守
里
導
徴
鎗
伊
弥
益
今
爾
光
栄
有
虞
走
未
釜
閉
止
恐
妥
恐
臭
母
臼
頬

へへ

至趨

.『

！
r

言

に

刃

こ
１
体
廿
胎
吐
口

活
動
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

本
会
で
も
中
部
地
区
の
社
家
の

絶
対
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

会
員
の
減
少
に
苦
慮
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
来
年
に
は
鳥

取
県
で
中
央
研
修
会
を
開
催
す
る

こ
と
も
あ
り
、
本
会
で
も
微
力
な

が
ら
開
催
に
向
け
て
の
準
備
に
参

加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

鳥
取
は
鳥
取
の
や
り
方
で
全
国
に

発
信
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
も
会
員
の
増
加
、
更
な
る

活
動
の
充
実
を
当
面
の
目
標
と
し

な
が
ら
、
新
し
い
も
の
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
中
部
圭
屋
輔
獄
挫
云
を
、

盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

》建

土

ｌ
恥
柳
‐
馴
叩
．
Ｉ
叫
到
“
一
口
一
一
一
鋤

＝･雪

嶌取県神道青年会創立四十周年記念報告祭祝詞斎主、玉串奉重へ
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【
西
部
青
年
神
職
会
】

西
部
青
年
神
職
会
で
は
、
平

成
十
六
年
度
事
業
と
し
て
、
五

月
十
四
日
に
、
二
年
ぶ
り
の
「
史

跡
め
ぐ
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

終
戦
六
十
周
年
の
節
目
に
あ

た
り
、
広
島
県
呉
市
に
開
館
し

た
ば
か
り
の
呉
市
海
事
歴
史
科

学
館
（
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
）

を
は
じ
め
、
旧
呉
鎮
守
府
司
令

長
官
官
舎
を
中
心
と
す
る
「
入

船
山
記
念
館
」
や
、
潜
水
艦
を

間
近
に
見
学
で
き
る
「
ア
レ
イ

か
ら
す
こ
じ
ま
」
な
ど
、
海
軍

都
市
・
呉
市
の
歴
史
を
た
ど
り
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
企

画
し
た
今
回
の
「
史
跡
め
ぐ
り
」

に
は
、
小
・
中
学
生
五
人
を
含

む
計
三
十
三
人
の
方
に
ご
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。

呉
市
に
入
っ
て
ま
ず
正
式
参

拝
し
た
の
は
、
旧
呉
市
内
の
総

氏
神
・
亀
山
神
社
。
入
船
山
記

念
館
に
ほ
ど
近
い
こ
の
お
社
は
、

広
島
県
神
道
青
年
会
の
大
刀
掛

前
会
長
の
本
務
社
で
も
あ
り
、

大
変
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
旅
の
目
玉
で
あ
っ
た
「
大

こ
の
度
、
鳥
取
県
神
道
青
年

会
総
会
に
於
き
ま
し
て
会
長
に

推
挙
頂
き
、
就
任
に
際
し
ま
し

て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
青
年
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
歴
代
会
長

先
輩
諸
賢
が
積
み
上
げ
ら
れ
た

実
績
の
重
さ
に
敬
意
を
表
し
、

重
責
を
痛
感
致
す
所
で
ご
ざ
い

ま
す
。
伝
統
あ
る
青
年
会
と
斯

界
の
更
な
る
発
展
に
微
力
な
が

ら
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
鳥
取
県
神
道
青
年
会

に
於
い
て
は
神
道
青
年
と
し
て

意
識
高
揚
と
自
己
研
鑛
の
実
践

｜
就
任
挨
拶

鳥
取
県
神
道
青
年
会

会
長
須
山
倫
史

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
今
年

四
月
二
十
三
日
に
開
館
し
た
ば

か
り
の
新
し
い
施
設
で
、
呉
の

歴
史
を
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た

世
界
・
日
本
の
動
向
と
の
係
わ

り
の
中
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

写
真
や
映
像
な
ど
に
加
え
、
十

分
の
一
の
大
き
さ
で
忠
実
に
再

現
さ
れ
た
戦
艦
「
大
和
」
や
、

実
物
の
零
式
艦
上
戦
闘
機
、
人

間
魚
雷
「
回
天
」
な
ど
の
資
料

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
の

悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

見
せ
か
け
の
平
和
の
中
に
安

穏
と
し
な
が
ら
、
実
際
は
多
く

の
外
交
問
題
を
抱
え
て
い
る
現

在
の
我
が
国
の
あ
り
方
に
、
一

人
の
国
民
と
し
て
、
ま
た
神
職

と
し
て
何
を
感
じ
、
ど
う
行
動

す
る
の
か
。
ご
参
加
頂
い
た
諸

先
輩
方
や
子
ど
も
た
ち
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
考
え
て

頂
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

西
部
青
年
神
職
会
で
は
、
今

後
も
引
き
続
き
「
史
跡
め
ぐ
り
」

事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

に
努
め
る
べ
く
事
業
計
画
を
掲

げ
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。先

ず
、
今
年
は
大
東
亜
戦
争

六
十
年
及
び
日
露
戦
争
戦
勝
百

年
の
節
目
に
当
り
、
神
道
青
年

全
国
協
議
会
の
指
針
に
も
あ
り

ま
す
英
霊
顕
彰
の
発
展
的
展
開

を
念
頭
に
置
き
、
鳥
取
縣
護
剛

神
社
へ
幣
帛
を
献
奉
り
、
会
員

は
も
と
よ
り
意
識
の
高
揚
に
務

め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
に
斎

行
さ
れ
ま
す
第
六
十
二
川
式
年

遷
宮
に
於
い
て
も
、
本
義
を
見

据
え
、
神
宮
大
麻
の
奉
斎
、
参

宮
等
、
若
年
層
の
奉
賛
を
目
指

曲
へへ

氏
名

奉
務
神
社

所
属

こ
の
度
、
鳥
取
県
神
道
青
年

会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、

春
菜
将
宏
と
申
し
ま
す
。

神
職
と
な
っ
て
今
年
で
三
年

目
を
迎
え
ま
す
が
、
私
共
に
課

し
啓
発
活
動
に
務
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
期
一
大
事
業
で

も
あ
り
ま
す
「
中
央
研
修
会
」

が
控
え
て
お
り
ま
す
が
、
当
県

で
は
前
例
に
無
い
全
国
区
の
事

業
で
あ
る
た
め
、
「
五
十
年
に

一
度
の
大
祭
」
と
銘
打
っ
て
会

員
個
々
の
叡
智
を
結
集
し
、
情

熱
を
傾
け
、
成
功
に
向
け
て
準

備
に
余
念
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

平
成
十
八
年
三
月
二
十
三
日
～

二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
大

会
に
向
け
、
県
下
会
員
の
総
力

を
挙
げ
て
必
ず
盛
会
裡
に
終
え

る
事
が
願
い
で
あ
る
と
共
に
、

納
得
の
い
く
充
実
し
た
研
修
会

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
県
内
各
宮
司
様

に
は
青
年
会
の
活
動
に
際
し
ま

し
て
、
日
頃
よ
り
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も

ｑ
史
跡
め
ぐ
り

新
入
会
員
紹
介

若日ひ舂：

な
ま
さ
ひ
島

菜
将
宏

の
だ

埜
田
神
社

菫
旱
《
三

一
こ
の
度
、
平
成
十
七
年
度
烏

一
取
県
神
道
青
年
会
総
会
を
以
て
、

一
二
年
間
の
会
長
任
期
を
無
事
終

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

思
い
返
し
ま
す
と
「
第
三
十

一
七
回
中
国
地
区
氏
青
神
青
合
同

研
修
会
」
「
鳥
取
県
神
道
青
年
会

創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
」
等
々

の
大
き
な
事
業
を
抱
え
た
多
忙

な
二
年
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、

｜
ど
の
事
業
も
大
成
功
に
行
う
こ

｜
と
が
で
き
ま
し
た
事
喜
ん
で
い

－
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
各
事
業
等
を
盛
会
裡
に
終
え

一
る
事
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
会

せ
ら
れ
た
使
命
の
重
大
さ
を
強

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
伝

統
あ
る
鳥
取
県
神
道
青
年
会
で
、

諸
先
輩
方
と
交
流
さ
せ
て
頂
く

中
で
、
色
々
と
学
ば
せ
て
頂
き
、

早
く
皆
様
方
の
お
役
に
立
て
る

様
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
、
何
も
わ
か
ら
ぬ
未
熟

者
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う

か
暖
か
い
ご
指
導
ご
鞭
燵
の
ほ
ど
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ふ
、
恢
再
騒
禰
盤
閲
し

い
い
だ
ひ
で
あ
つ

氏
名
飯
田
秀
篤

か
ち
み

奉
務
神
社
加
知
彌
神
社

所
属
若
葦
会

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
神

道
青
年
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
飯
田
秀
篇

で
す
。
昭
和
四
十
六
年
二
月
十

一
日
生
ま
れ
、
現
在
三
十
四
歳

ご
指
導
ご
鞭
燵
賜
り
ま
す
様
宜
一

しくお願いを申し上げます。鳥取県神道青年会

前
会
長
横
山
景
昭

退
任
挨
拶

へへ

~、 季

;癖舗幟、

W
で
す
。
鳥
取
西
高
か
ら
法
政
大

学
法
学
部
に
進
学
、
卒
業
し
、

名
古
屋
市
内
の
民
間
企
業
で
九

年
近
く
勤
務
を
し
、
そ
の
後
、

鹿
野
の
実
家
の
方
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。

神
事
の
時
に
は
斎
員
と
し
て

見
習
い
を
続
け
、
平
成
十
六
年

に
大
社
剛
學
館
に
お
い
て
直
階

講
習
を
修
了
し
、
同
年
十
月
よ

り
加
知
彌
神
社
の
権
禰
宜
と
し

て
お
祓
い
、
神
事
を
中
心
に
神

楽
を
奉
納
す
る
な
ど
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
神
職
の
先
輩
方
や
、

氏
子
の
人
々
と
も
関
わ
っ
て
見
聞
、

知
識
を
広
げ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

音
楽
や
ラ
ジ
オ
を
聰
く
の
が

趣
味
で
、
山
下
達
郎
さ
ん
や
松

任
谷
由
実
さ
ん
の
曲
が
特
に
お

気
に
入
り
で
す
。

貝
各
位
の
惜
し
み
な
い
協
力
の

お
か
げ
だ
と
心
よ
り
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
諸
先
輩

方
の
心
強
い
励
ま
し
に
改
め
て

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

任
期
中
、
幾
度
と
自
分
の
力

不
足
を
痛
感
し
、
悩
ん
だ
日
々

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
が
、
今
に

な
っ
て
思
え
ば
大
変
貴
重
な
勉

強
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
し
、
是
非
こ
の
経
験

を
今
後
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

本
年
度
は
神
道
青
年
全
同
協

議
会
中
央
研
修
会
を
鳥
取
県
で

開
催
致
し
ま
す
。
こ
の
大
事
業

が
須
山
新
会
長
の
基
、
会
員
各

位
が
今
ま
で
以
上
に
一
致
団
結

さ
れ
、
熱
意
あ
る
ご
尽
力
を
頂

く
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
や
成
功

さ
れ
ま
す
こ
と
と
確
信
致
し
て

お
り
ま
す
。

会
長
退
任
に
あ
た
り
、
任
期

中
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様

に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
本
会
の
益
々
の
飛
躍
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

偏
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